
＊自己点検自己評価委員会
開催日時　 :
場　　 所 : 朝日医療専門学校広島校　応接室
出  席  者 : 山口、柿原、山田、上田、河原、秋山、森田

　　自己評価　：　1：不適切　2：やや不適　3：ほぼ適切　4：適切
自己評価

現状・課題
　教育理念や教育目標等については、学生便覧へ記
載、校内掲示（１Ｆロビー、教職員室）及びホームペー
ジ上へ掲示し、教職員・学生および保護者にむけて周
知継続を図っている。現時点では大きな問題はないと
考える。

今後の改善方策
　教職員を中心に学校全体に向けて周知を継続する。
　学年別ガイダンスで感じた課題点を精査し、教職員
全体の意識を高め改善点を模索する。

現状・課題 今後の改善方策
　新メンバーで構成する評議委員会および理事会で
承認された経営方針や事業計画を、広島校に落とし込
み、各部門毎に目標を設定し、また目標達成のための
方策を立案し、達成に向けて取り組んでいく。また、常
に学生ファーストを意識し、教職員・学生からの意見も
取り入れながらフレキシブルな学校運営を行っていく。

　就職希望者に対する就職率は１００％を維持してい
る。
　退学率は５％未満を維持している。
　国家試験合格率は両学科とも全国平均を上回る水
準で推移しており、今後さらに向上させることを目指
す。

今後の改善方策

　学校運営に関しては、本年度より施行の改正「私立
学校法」の精神に則り、学園の評議員会・理事会のメン
バーに新たに外部から人材を登用し、より一層のガバナ
ンス強化に取り組んでいる。また、今年度より文部科学
省から「職業実践専門課程」に認定されたことを踏ま
え、より透明性の高い学校運営とその情報の公開に努
めなければならない。

2025年度　第2回　朝日医療専門学校広島校

　学生生活上で起こる問題、悩み等について、クラス担
任を中心に相談できる体制をとり、定期的に面談を
行っている。健康面に不安を抱える学生がいることか
ら、柔軟に対応することで指導・支援を継続している。
　就職・進学支援については、担任・キャリア担当者が
中心となり、第３学年の学生全員の進路希望の聞き取
りと面談を行い、就職先の斡旋を行っている。
　また、特別講義を行うに際し、卒業生を講師として招
聘することで、資格取得後の将来像をイメージさせる取
り組みを行った。

　学生指導・学習支援については、継続することが重
要である。学生の多様化が進んでいるが、教職員間で
情報共有を行いながら適切に対応していくことで、学生
が最大限、学習に臨める環境づくりをさらに進めてい
く。

(4）学修成果（資格取得率、就職率、退学率、学生の社会的活動）

自己点検自己評価結果

(1）教育理念・目標(教育理念、目標、育成人材像)

(5）学生支援（就職・進学支援、健康管理、学生生活・相談、保護者との連携、卒業生支援）
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　補習を全学年に広げていく取り組みが徐々にではある
が進んでいる。学生の状況に対応しながら、次年度もさ
らに推進していく。

3

3

　年間を通して補習・チューター制度を整え、継続的に
指導を行っている。また、月１回、第３学年を対象に模
擬試験を両学科とも実施した。
　第２学年に対しても模擬試験を実施したり、問題演習
を繰り返す等、国家試験への見通しを持たせ、意識付
けを行っている。
　成績不良者の学習への取り組ませ方に課題がある。

令和8年3月5日（木）　16時15分～17時15分

(2）学校運営(運営方針・運営組織・情報管理)

　実質合格率を向上させるためにも、退学率の抑制お
よび基礎学力の底上げが必要である。
　特に成績不良による退学をさらに抑制していく必要が
あることから、ていねいな学生指導および補習の実施を
継続していく。

(3）教育活動（目標設定、カリキュラム編成、成績評価、単位認定、資格取得の指導体制）
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現状・課題
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(9）法令等の順守（個人情報保護、学校評価）

　財務基盤については、公認会計士の監査を受け、評
議員会および理事会にて審議を実施し承認を得ている
が、学園全体では総学生数減少により増収増益といえ
る状況ではない。しかしながら、本校においては、次年
度の入学者数は目標とする100名を確保できたことによ
り、総学生数は本年度より増加する見込みである。引き
続き退学者数を抑制し財務基盤の柱である学納金収
入の減少を抑える必要がある。

　本校の事業収支予算については、各部署で詳細に
科目予算を立案し、対前年比を意識した予算計画を
計上し、無駄な支出を抑えた予算執行を実施する。具
体的には、経年劣化による修繕対策費用を計上したう
えで、対前年予算比は全体で4.1％の上昇に留める。ま
た、2027年度の初期在籍人数を総学生数263名の確
保を目標として、2026年度においても退学者数の抑制
および新入生数の確保を図り、財務基盤の改善を果た
したい。

(10）社会貢献・地域貢献（社会・地域貢献、生涯学習、ボランティア活動）
現状・課題

現状・課題
　学校教育法施行規則の専修学校設置基準に則り、
適正な運営を実施している。また、各学科における課
題解決に当たっては、各々の養成施設指定規則との整
合性を図り、コンプライアンスを徹底している。

今後の改善方策
　引き続き教職員の適正人員の確保と配置に気を配り
つつ、イレギュラーな対応に迫られることのないよう準備
と対策を実施しておく必要がある（休職対応など）。

(8）財務（財務基盤、予算・収支計画、会計監査、財務情報公開）
現状・課題

　建物竣工から18年が経過し、経年劣化が顕著であ
る。特に換気設備や冷暖房設備の修繕予算を計上し
つつ、計画的な更新が必要である。安全・防災面の面
においても老朽化対策については、予算を慎重に計上
し、適宜計画的に進める必要がある。
　学外臨床実習を実施する時期を春秋に実施し、学生
自身の抱える将来像へ向けた不安解消、日常生活も
含めた学生のモチベーション維持に対するカリキュラム
対策を実践している。

今後の改善方策
　ハード面における教育環境の改善及び修繕において
は、再開発事業の進捗状況を見据え適宜対応してい
きたい。
　ソフト面における教育環境の改善については、出欠状
況や成績を閲覧するＷｅｂ機能の改善点をブラッシュ
アップし学生・保護者目線での運用と修正に備える必
要がある。

今後の改善方策

(7）学生の募集と受け入れ（学生募集活動、入学選考、学納金）
現状・課題

　本年度も18歳人口の減少、転出超過全国ワースト１
位・都道府県別大学進学率上位・就職求人数の増加と
いった専門学校にとってはマイナス要因が多数あり、一
昨年・昨年度と同様に高校生の学生募集を巡る環境は
極めて厳しい状況であった。しかし、一昨年・昨年度の反
省から広報活動（校内ガイダンス中心）を更に強化したこ
とでオープンキャンパスへの高校生の動員は一昨年・昨
年度より増加となり、きめ細かな対応によって出願数を増
やすことができた。また、『特待生制度（スカラシップ・チャ
レンジ）』も一昨年・昨年度より広く認知されたことでエント
リー数も大幅に増加することができた。また、社会人出願
者も個別説明会・個別面談等の実施や教育訓練給付金
等の影響もあって一定数の出願があり、高校生・社会人・
内部進学者の合計で100名の入学予定者を確保するこ
とができた。　　　　　　　　　ただ、次年度も学生募集の
状況は引き続き厳しいことは容易に想像でき、本年度の
ように入学予定者を確保できるとは限らないので教職員
が一丸となり危機感を持って広報・募集活動を推し進め
ていく必要がある。

今後の改善方策
　本年度と同様に高校内ガイダンス・会場ガイダンスへ
の積極参加やスポーツチームとの交流・高校部活動への
積極関与に取り組むことでより多くの高校生を中心とした
入学候補者との接触・対話を本年度以上に行うことで鍼
灸師・柔道整復師・朝日医療広島の知名度・認知度の
向上に今以上に注力し、入学希望＆入学検討者の母集
団形成に取り組む必要がある。
また、当然ではあるが教職員すべてが在校生・卒業生・
業界関係者・オープンキャンパスや個別相談等で来校す
る入学候補者である高校生とその保護者・社会人とその
関係者及び家族等に対して、今まで以上に丁寧かつ誠
実な対応を心がける必要がある。

(6）教育環境(施設・設備等、学外実習、防災・安全等）

3
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現状・課題

 　地域住民を対象とした１００歳体操は、現在100名を
超える高齢者の皆様に参加頂き、広島市内最大規模
の教室となった。その他、近隣のコミュニティから様々な
要請を頂戴し、可能な限り参加させていただくことで地
域貢献に努めている。また、2025年11月には、学校法
人として初めて広島市から「ひろしま型地域貢献企業」
に認定された。課題としては、各イベントごとで人員を
確保することには毎回苦心している。このような活動は
あくまでもボランティアであり、強制的に参加するもので
はないので教職員・学生のボランティア精神の醸成が
大きな課題となっている。

今後の改善方策
　ボランティア活動は参加して初めてその必要性を理
解できるものであり、ボランティア部を中心としたこれま
での活動に加えて、教職員・学生に対してポスターの
掲示やクラスルームへの投稿等により全校で情報を共
有し、参加を促していきたい。
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